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11月月2626日日はは文化財防火デー文化財防火デー

図１「亀戸天神橋通　横十間川筋柳島之図」（右側）『安政見聞誌 上』（江東区教育委員会所蔵）掲載
安政江戸地震での被害の様子。現在の墨田区錦糸公園付近から亀戸（北東方向）を臨む。
中央を流れるのが横十間川、右奥に亀戸天神社、描かれている橋は天神橋。

保
護
法
」
制
定
（
昭
和
25
年
）
の
契
機
と
な
っ

た
、
昭
和
24
年
に
発
生
し
た
法ほ

う
り
ゅ
う
じ

隆
寺
金こ

ん
ど
う堂

の

火
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
る
こ
と
と
、
一
年

の
う
ち
で
も
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で

あ
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

こ
の
日
は
全
国
各
地
で
、
文
化
財
を
対
象

と
し
た
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
江
東
区

で
も
昨
年
は
、
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）
に

潮
見
に
移
築
復
原
さ
れ
た
「
旧
渋
沢
家
住
宅
」

で
消
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
や
風
水
害
、
戦
災
に
よ
っ
て
、
多
く

の
文
化
財
が
失
わ
れ
て
き
た
江
東
区
に
と
っ

て
、
現
存
し
て
い
る
文
化
財
は
、
江
東
区
の

歴
史
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
う
え
で
貴
重

な
存
在
で
す
。

全
国
各
地
で
日
常
の
よ
う
に
災
害
が
発
生

し
て
い
る
昨
今
、
過
去
の
災
害
を
学
ぶ
こ
と

は
、
文
化
財
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
日
常

の
暮
ら
し
を
守
る
一
助
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
次

ペ
ー
ジ
で
は
、

幕
末
の
東
京
低

地
を
襲
い
、
昨

年
11
月
で
発
災

か
ら
１
７
０
年

を
迎
え
た
安あ

ん
せ
い政

江
戸
地
震
に
つ

い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
年
末
年
始
が
近
づ
く
と
、
駅
や
公
共

施
設
、
寺
社
に
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
見

か
け
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

に
文
化
財
保
護
の
普
及
啓
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
現
在
の
文
化
庁
と
消
防
庁
に
よ
っ
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
26
日
が
選
ば
れ
た
の
は
、「
文
化
財

○1月26日は文化財防火デー

○江東歴史紀行
安政江戸地震と江東

○江戸時代の日用品②
寝具「箱枕」について

○古写真の中の江東
波除碑と標柱・立札

○シリーズ 文化財と向き合う
江東区域の宝篋印塔

○小・中学生版 文化財を考える

文化財を調べてみよう

過去の災害に学んで、みんなで文化財を守りましょう。過去の災害に学んで、みんなで文化財を守りましょう。

図２　深川地区の被害状況
『安政見聞誌　上』（江東区教育委員会所蔵）掲載
地震による深川地区での建物倒壊と火災の様子。
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は
じ
め
に

嘉か
え
い永

６
年
（
１
８
５
３
）
の
ペ
リ
ー
来
航

以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
幕
末
」
へ
と
時
代
が
突

入
し
て
行
く
中
の
江
戸
を
襲
っ
た
の
が
安

政
江
戸
地
震
（
以
下
、
江
戸
地
震
と
い
う
）

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
震
は
元げ

ん
ろ
く禄

16
年

（
１
７
０
３
）
の
元
禄
地
震
以
来
、
約
１
５
０

年
ぶ
り
に
江
戸
を
襲
っ
た
大
地
震
で
し
た
。

発
災江

戸
地
震
の
発
生
は
、
安
政
２
年
10
月
２

日
（
１
８
５
５
年
11
月
11
日
）
の
、
夜
四
ツ

時
（
午
後
10
時
頃
）
に
発
生
し
ま
し
た
。
震

央
は
東
京
湾
北
部
か
ら
江
東
区
付
近
、
地
震

の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程
度
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
震
源
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
諸
説
あ
り
、
定

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
地
震
は
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
に

全
国
的
な
地
震
観
測
が
開
始
さ
れ
る
前
の

「
歴
史
地
震
」
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
江
戸
時

代
末
期
の
た
め
比
較
的
多
く
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
『
江え

ど戸
名め

い
し
ょ所

図ず

え会
』

で
著
名
な
斎さ

い
と
う藤
月げ

っ
し
ん岑
の
『
安
政
乙
卯
武
江
地

動
之
記
』
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
基
に
し
た
分
析
で
は
、
震
源
に

近
い
江
戸
市
中
の
う
ち
、
隅
田
川
以
東
の
東

京
低
地
で
は
、
現
在
の
震
度
で
震
度
６
強
程

度
の
強
い
揺
れ
だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
西
側
の
武
蔵
野
台
地
上
に
位
置
す

る
山
の
手
地
域
で
は
震
度
５
弱
・
５
強
程
度

と
震
度
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
の
概
要

江
戸
地
震
に
よ
る
人
的
・
物
的
被
害
の
合

計
は
、
町
方
や
武
家
、
社
寺
な
ど
で
支
配
が

分
か
れ
、
横
断
し
た
調
査
が
な
い
た
め
正
確

な
数
字
は
不
明
で
す
。

町ま
ち
か
た方

で
は
、
幕
府
に
よ
る
調
査
が
地
震
直

後
の
10
月
６
日
と
同
月
中
旬
の
２
回
行
わ

れ
、
２
回
目
の
調
査
で
は
死
者
約
４
３
０
０

人
、
負
傷
者
約
２
８
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
名
・
旗
本
ら
の
武
家
方
の
死
者
に
つ

い
て
は
各
記
録
か
ら
約
２
６
０
０
人
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
社
寺
や
町
方
以
外
の

被
害
も
加
え
る
と
死
者
は
７
０
０
０
人
以

上
、
１
万
人
程
度
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

建
造
物
の
被
害
は
、
町
方
で
家
屋
約

１
万
４
０
０
０
軒
、
長
屋
約
１
７
０
０
棟
、

土
蔵
約
１
４
０
０
軒
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
震
に
伴
い
揺
れ
の
大
き
か
っ
た
地
域

を
中
心
に
、
江
戸
市
中
の
30
数
か
所
で
出
火

し
約
１
・
５
㎢
が
延
焼
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

当
日
は
微
風
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
正
12

年
（
１
９
２
３
）
の
関
東
大
震
災
の
よ
う
な

大
火
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
東
区
内
の
被
害
概
要

　

深
川
一
帯
の
町
々
は
、
江
戸
町
方
支
配
に

お
け
る
名な

主ぬ
し

組
合
の
う
ち
十
七
番
組
に
属
し

て
い
ま
し
た
。
町
方
で
の
被
害
調
査
（
２
回

目
）
で
、
十
七
番
組
は
死
者
１
１
８
６
人

（
男
５
１
９
人
・
女
６
６
７
人
）、
負
傷
者

８
２
０
人
（
男
４
６
１
人
・
女
３
５
９
人
）、

潰つ
ぶ
れ

家
４
９
０
３
軒
、
潰
土
蔵
７
８
５
軒
と

な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
地
震
の
30
年
ほ
ど
前
に
行
わ
れ
た
地

誌
調
査
に
よ
る
『
町
方
書
上
』
で
の
深
川
一

帯
の
家
数
・
人
口
は
約
１
万
１
６
０
０
軒
、

約
４
万
６
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単

純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
お
よ
そ
４
割

以
上
の
建
物
が
倒と

う
か
い壊

し
た
と
み
ら
れ
、
損
害

を
受
け
た
建
物
は
こ
れ
以
上
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
土
蔵
の
被
害
も
江
戸
町

方
全
体
の
半
数
以
上
が
深
川
地
域
で
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
城
東
地
域
に
つ
い

て
は
、
記
録
が
な
く
被
害
の
概
要
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
。

深
川
地
域
の
被
害
状
況 

①

　

こ
こ
か
ら
は
区
内
各
地
の
被
害
状
況
を
ご

紹
介
し
ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
上
す
べ
て
を

ご
紹
介
で
き
な
い
点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小
名
木
川
の
北
側
に
位
置
す
る
現
在
の
新

大
橋
・
森
下
・
常
盤
一
帯
で
は
、
町
屋
・
武

家
屋
敷
・
寺
社
の
倒
壊
に
加
え
て
複
数
箇
所

で
火
災
が
発
生
、「
新
大
橋
向
御お

ふ
な
ぐ
ら

船
蔵
前
町
、

六
間
堀
、森
下
町
辺
焼
失　

凡
お
お
よ
そ

長
七
町
余（
約

７
６
０
ｍ
）、
巾は

ば

平
均
二
町
半
程
（
２
７
０

ｍ
）」
①
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
新
大
橋
の
東
詰
に
あ
っ
た
幕
府
の
籾も

み

蔵ぐ
ら

も
倒
壊
と
火
災
の
延
焼
に
よ
る
被
害
を
受

け
、
高
橋
近
辺
で
は
大
名
屋
敷
が
火
災
の
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
深
川
神
明
宮

は
「
六
間
堀
神
明
宮
火
中
に
し
て
本
社
拝
殿

と
も
恙つ

つ
が

な
し
。
一
の
鳥
居
焼
け
る
、
二
の
鳥

居
残
る
。」
①
と
周
囲
が
火
災
の
中
、
一
の
鳥

居
以
外
は
被
害
を
免
れ
て
い
ま
す
。

大
横
川
の
東
側
、
現
在
の
猿
江
・
住
吉
・

毛
利
で
は
、「
猿
江
の
辺
、
寺
院
町
屋
其
外
潰

損
多
し
。
重じ

ゅ
う
が
ん
じ

願
寺
本
堂
無
事
、
鐘

し
ょ
う
ろ
う楼

潰
玄
関

方ほ
う
じ
ょ
う丈

大
に
傾
く
。
摩ま

り
し
て
ん

利
支
天
社
少
破
、
泉せ

ん
よ
う養

寺じ

本
堂
鐘
楼
等
潰
」
①
と
あ
り
、
建
物
の
被
害

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
川
地
域
の
被
害
状
況 

②

　

小
名
木
川
と
仙
台
堀
川
の
間
に
位
置
す
る

現
在
の
清
澄
･
白
河
・
三
好
・
平
野
で
は
、

隅
田
川
や
小
名
木
川
に
面
し
た
清き

よ
す
み住

町
や

海う
み
べ辺

大だ
い
く工

町
、
明め

い
れ
き暦

の
大
火
（
明
暦
３
年

〈
１
６
５
７
〉）
以
降
に
形
成
さ
れ
た
深
川
寺

町
で
は
「
海
辺
大
工
町
よ
り
清
住
町
、
新
寺

辺
潰
多
し
。」
②
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
寺

町
の
寺
院
は
「
寺
町
通
り
、
諸
宗
寺
院
大
破

損
、
浄
心
寺
本
堂
大
破
、
寺
内
三
ケ
寺
并な

ら
び

中

門
・
表
門
・
手ち

ょ
う
ず
や

水
舎
共
潰
、
同
表
口
題だ

い
も
く目
石

倒
れ
る
、同
霊
か
ん
寺
（
霊
巖
寺
）
表
門
倒
、

本
堂
・
寺
内
共
大
破
、
同
所
本ほ

ん
せ
い
じ

誓
寺
大
破
損
」

③
と
あ
り
、
各
寺
院
で
は
本
堂
こ
そ
倒
壊
を

免
れ
ま
す
が
、
支
院
や
塔た

っ
ち
ゅ
う頭
、
境
内
の
建

造
物
や
石
造
物
に
倒
壊
被
害
が
出
ま
し
た
。

忍
田
清
宝
の「
凸
凹
」文
字 

〜
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
視
覚
障
が
い
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　経
歴
書
か
ら
〜

忍
田
清
宝
の「
凸
凹
」文
字 

〜
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
視
覚
障
が
い
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　経
歴
書
か
ら
〜

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行

安あ

ん

政せ

い

江
戸
地
震
と
江
東
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寺
町
で
は
こ
の
ほ
か
雲う

ん
こ
う
い
ん

光
院
や
法ほ

う
ぜ
ん
じ

禅
寺
に
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
は
清
澄
庭
園
と
な
っ
て
い
る

久く

ぜ世
大や

ま
と
の
か
み

和
守
（
関せ

き
や
ど宿

藩
）
の
下
屋
敷
で
は
、

長
屋
や
土
蔵
が
破
損
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

隅
田
川
沿
い
に
あ
っ
た
霊れ

い
う
ん
い
ん

雲
院
の
前
で
は
地

割
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
川
地
域
の
被
害
状
況 

③

　

永
代
橋
東
側
の
、
現
在
の
永
代
・
佐
賀
・

福
住
あ
た
り
で
は
、「
永
代
橋
を
渡
り
深
川

に
至
れ
ば
、
地
震
い
よ
い
よ
つ
よ
き
さ
ま
な

り
。
そ
の
う
ち
佐
賀
町
、
熊
井
町
、
小（

相
ヵ
）川

町
、

黒
江
町
、
八
幡
町
迄
の
左
右
は
、
総
潰
れ
の

う
へ
、
所
に
よ
り
出
火
し
皆
焼
と
成
し
ゆ
え
、

土
蔵
も
大
て
い
残
り
な
く
焼
失
し
て
、
見
も

い
と
哀あ

わ
れ

な
り
。」
④
と
あ
る
ほ
か
、
斎
藤
月
岑

も
、
相
川
町
の
通
り
で
は
地
震
の
揺
れ
と
と

も
に
家
屋
が
路
地
へ
倒
れ
か
か
り
、
下
敷
き

に
な
っ
た
ま
ま
逃
げ
場
を
失
い
焼
死
し
た
も

の
が
少
な
く
な
い
と
聞
い
た
、
と
凄せ

い
さ
ん惨

な
状

況
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

永
代
寺
門
前
周
辺
の
現
在
の
門
前
仲
町
・

深
川
・
冬
木
・
牡
丹
・
古
石
場
で
は
、「
永
代

寺
八
幡
宮
無
別
条
、
別
当
永
代
寺
大お

お
よ
そ凡

潰
る
」

①
と
あ
り
、
富
岡
八
幡
宮
は
本
殿
拝
殿
こ
そ

無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
永
代
寺
の
本
堂
含
む

両
寺
社
の
境
内
は
、
多
く
の
建
物
や
石
造
物

が
大
破
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
富
岡
八
幡
宮

の
東
隣
に
あ
っ
た
深
川
三さ

ん
じ
ゅ
う
さ
ん
げ
ん

十
三
間
堂
で
は
、

堂ど
う
う宇
の
３
分
の
２
が
倒
壊
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
被
害
も
大
き
く
、
永
代
橋

東
詰
付
近
の
相
川
町
で
発
生
し
た
火
災
は
、

現
在
の
永
代
通
り
に
沿
っ
て
燃
え
広
が
り
、

永
代
寺
の
門
前
ま
で
の
長
さ
10
町
余
（
約

１
１
０
０
ｍ
）、
巾
平
均
３
町
程
（
約
３
３
０

ｍ
）
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
現
在
の
深
川
２
丁
目
に
あ
た

る
、
明
暦
の
大
火
以
前
に
形
成
さ
れ
た
寺
町

で
は
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
が
大
破
、
現
在
の
牡

丹
・
古
石
場
で
も
大
名
屋
敷
が
大
破
し
て
い

ま
す
。

深
川
地
域
の
被
害
状
況 

④

　

現
在
の
木
場
・
東
陽
で
も
、
多
く
の
建
物

が
大
破
す
る
一
方
で
、
当
時
の
海
岸
線
に
面

し
た
洲
崎
弁
財
天
は
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。

現
在
の
東
陽
６
・
７
丁
目
あ
た
り
の
六
万
坪

と
呼
ば
れ
た
埋
立
地
で
は
大
名
屋
敷
や
民
家

が
大
破
損
し
、
崩
れ
家
が
多
い
と
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
場
で
は
小
路
に

地
割
れ
が
生
じ
た
と
あ
り
ま
す
。

現
在
の
千
田
・
千
石
・
海
辺
・
扇
橋
・
石

島
で
は
、
一

ひ
と
つ
ば
し橋
家
の
抱か

か
え
や
し
き

屋
敷
や
小
名
木
川
に

面
す
る
大
名
屋
敷
、
大
横
川
に
面
す
る
地
域

で
、
大
名
屋
敷
や
民
家
が
大
破
損
し
、
崩
れ

家
が
多
い
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
東
地
域
の
被
害
状
況

　

現
在
の
亀
戸
で
は
「
亀
戸
天
神
社
無
事
、

境
内
大
破
損
、
同
所
門
前
丁
一
丁
焼
る
。（
中

略
）
此
辺
小
火
所
々
に
あ
り
。
猶な

お

又
近
辺
小

屋
敷
民
家
崩
家
潰
家
多
く
、
凡
そ
焼
失
同
様

の
所
多
し
。」
⑤
と
あ
り
、
亀
戸
天
神
社
で
は

境
内
の
鳥
居
や
末
社
が
破
損
し
ま
し
た
が
、

本
殿
は
無
事
で
し
た
。
さ
ら
に
、
横
十
間
川

沿
い
の
龍り

ゅ
う
げ
ん
じ

眼
寺
（
萩は

ぎ
で
ら寺

）、
長ち

ょ
う
じ
ゅ
じ

寿
寺
で
は
本

堂
が
倒
壊
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
大
島
で
は
、
浮
世
絵
の
題
材
と
し

て
も
有
名
な
羅ら

か
ん
じ

漢
寺
の
三さ

ん
そ
う
ど
う

匝
堂
（
さ
ざ
え
堂
）

が
破
損
し
た
も
の
の
倒
壊
は
免
れ
ま
し
た
。

現
在
の
砂
町
一
帯
で
は
、「
八
右
衛
門
新
田

民
家
多
崩
る
。
同
砂
村
亀
高
大
塚
逆
井
元
八

幡
小
名
木
川
筋
迄
の
内
崩
れ
家
多
し
」
⑤
と

あ
り
、
砂
町
一
帯
で
も
建
物
の
倒
壊
被
害
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。　

救き
ゅ
う
じ
ゅ
つ恤

活
動

　

江
戸
の
下
町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
出

し
た
江
戸
地
震
に
対
し
て
幕
府
は
、
現
在
の

避
難
所
に
相
当
す
る
「
お
救
い
小
屋
」
を
設

置
し
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
浅

あ
さ
く
さ
か
み
な
り
も
ん

草
雷
門
前
・

深
川
海
辺
大
工
町
・
幸

さ
い
わ
い
ば
し橋
御ご

も
ん門
外
・
上
野
山

下
火ひ

よ
け
ち

徐
地
・
深
川
永
代
寺
境
内
の
５
か
所
で
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
深
川
で
は
、
２
か
所
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
救
い
小
屋
は
、
上

野
と
深
川
（
２
か
所
）
を
除
い
て
12
月
６
日

ま
で
運
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
上
野
と
海
辺
大

工
町
が
順
次
閉
鎖
、
最
後
の
永
代
寺
が
翌
年

１
月
26
日
ま
で
運
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
救
い
小
屋
に
加
え
て
、
被
災
者
の
食

事
確
保
の
た
め
、
10
月
３
日
か
ら
19
日
ま

で
、
上
野
大だ

い
も
ん門

町
・
向

む
こ
う
や
な
ぎ
は
ら
ま
ち

柳
原
町
会
所
・
牛う

し
ご
め込

神か
ぐ
ら
ざ
か

楽
坂
穴あ

な
は
ち
ま
ん

八
幡
御お

た
び
し
ょ

旅
所
、
芝し

ば
し
ん
め
い
ぐ
う

神
明
宮
境
内
、

深
川
永
代
寺
に
炊
き
出
し
所
が
設
置
さ
れ
、

各
町
へ
握
り
飯
の
配
給
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
江
戸
地
震
で
は
江
戸
市
中
の
裕

福
な
町
人
を
中
心
に
、
現
在
の
義
援
金
に
相

当
す
る
施せ

ぎ
ょ
う行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
施
行
を

行
っ
た
町
人
に
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

佐
賀
町
の
住
人
や
、
木
場
材
木
角
の
仲
買
人

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

東
京
都
は
令
和
４
年
５
月
、
首
都
直
下
地

震
の
発
生
確
率
は
今
後
30
年
間
で
70
％
と
発

表
し
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
を
通
し
て
、
被
害
状
況
だ
け

で
な
く
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
、
公
助
に

加
え
て
共
助
の
精
神
が
庶
民
の
間
に
築
か
れ

て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

勝
田
真
幸
）

「亀戸天神社内西口華表図」
『安政見聞誌 下』（江東区教育委員会蔵）
掲載　地震により亀戸天神社西口の鳥居
が倒壊した様子。

※
引
用
文
献

①
斎
藤
月
岑
『
安
政
乙
卯
武
江
地
動
之
記
』

②
畑
銀
鶏
『
時
雨
廼
袖
』

③『
御
江
戸
大
地
震
大
破
并
出
火
類
焼
場
等
書
上
之
写
』

④
著
者
不
明
『
な
ゐ
の
後
見
草
』

⑤
仮
名
垣
魯
文
『
安
政
見
聞
誌
』



4下町文化 No.312（2026.1.16発行）

た
。「

箱
枕
」
と
は
、
箱
状
の
台
座
の
上
に
、

両
端
を
結
ん
だ
俵
形
の
小
さ
な
枕
「
括

く
く
り

枕ま
く
ら」

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
枕
で
す
。
括
枕
の
中
に

は
稗ひ

え

や
そ
ば
殻
、
も
み
殻
な
ど
が
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
当
館
に
あ
る
箱
枕
は
も

み
殻
で
す
。
ま
た
、
括
枕
が
台
座
の
上
で
動

か
な
い
よ
う
、
紙
紐
（
元も

と
ゆ
い結

）
で
し
っ
か
り

と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

箱
枕
の
使
い
方

括
枕
を
含
む
箱
枕
の
高
さ
は
約
15
セ
ン
チ

あ
り
、
現
代
の
枕
よ
り
も
や
や
高
め
で
す
。

こ
れ
は
就
寝
中
に
髷ま

げ

や
結
髪
が
崩
れ
な
い
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
当
時
は
結

髪
を
解
か
ず
、
頭
で
は
な
く
首
筋
に
枕
を
当

て
て
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
髪
油
が
括
枕
に
付
か
な
い
よ
う
に
、

括
枕
に
は
枕
当
て
（
ま
た
は
枕
紙
）
が
巻
か

れ
て
い
ま
す
。

箱
枕
の
台
座
の
材
質
と
形

台
座
の
材
質
に
は
、
桑く

わ

や
桐き

り

、
欅け

や
き

な
ど
の

木
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
婚
礼
道
具
と
し
て
、

漆
塗
り
が
施
さ
れ
た
箱
枕
も
あ
り
ま
し
た
。

当
館
の
長
屋
に
あ
る
箱
枕
の
台
座
は
、

「
安あ

づ
ち土

形が
た

」
と
呼
ば
れ
る
形
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
名
称
は
、
弓
道
で
的
の
背
後
に
築
か
れ

る
土
台
「
安あ

づ
ち土

」
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
に

由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
土
形
」
の
箱
枕
に
は
、
台
座
の
底
部

が
安
定
し
て
い
る
「
平
底
形
」
と
、
寝
返
り

深
川
江
戸
資
料
館
の
再
現
展
示
に
あ
る
家

屋
に
は
、
現
代
で
は
見
か
け
な
い
道
具
や
日

用
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

若
い
世
代
の
来
館
者
か
ら
「
こ
れ
は
何
に
使

う
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代
の
寝
具

「
箱は

こ
ま
く
ら枕
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

箱
枕
の
構
造

日
本
の
古
代
で
は
、草
を
束
ね
た
「
草く

さ
ま
く
ら枕

」、

木
で
作
ら
れ
た
「
木き

枕ま
く
ら」、

石
で
作
ら
れ
た

「
石い

し
ま
く
ら枕
」
な
ど
、
様
々
な
枕
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
枕
の
形
や
素
材
は
、
使
う
人
の
身

分
や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
変
化
し
て
き
ま
し

が
打
ち
や
す
い
よ
う
底
面

を
反
ら
せ
た
「
船
底
形
」

と
い
っ
た
形
が
見
ら
れ
ま

す
。

健
康
と
寝
心
地
を
考
え
た

枕
の
高
さ

『
雲う

ん
き
ん錦

随ず
い
ひ
つ筆

』
を
は
じ
め

と
す
る
江
戸
時
代
の
随
筆

に
は
、「
寿
命
三
寸
、
楽
四

寸
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
健
康
に
よ
い
枕
の
高
さ
は

三
寸
（
約
９
セ
ン
チ
）、
寝
心
地
が
よ
く
髪

型
も
崩
れ
に
く
い
高
さ
は
四
寸
（
約
12
セ
ン

チ
）
と
す
る
考
え
方
で
す
。
箱
枕
の
高
さ
に

は
、
使
い
や
す
さ
と
健
康
の
バ
ラ
ン
ス
が
意

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

箱
枕
の
使
い
心
地

明
治
時
代
に
来
日
し
、
大
森
貝
塚
の
発
見

者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
（
１
８
３
８
〜

１
９
２
５
）
は
、
自
身
の
日
記
の
中
で
箱
枕

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
枕
と
い
う
の
は
奇
妙
な
代
物
で
、

一ち
ょ
っ
と寸

見
る
と
如い

か何
に
も
使
い
難に

く
そ
う
で
あ

る
が
、
而し

か

し
私
は
二
時
間
の
睡
眠
に
こ
れ
を

使
用
し
て
見
て
、
こ
れ
は
い
い
と
思
っ
た
。

只た
だ

、
馴
れ
ぬ
人
が
一
晩
中
使
用
す
る
と
頸く

び

に

痙け
い
れ
ん攣

が
起
る
。
こ
の
枕
は
特
殊
な
方
法
で

結
っ
た
頭
髪
に
適
す
る
た
め
に
、
出
来
た
も

の
で
あ
る
。」（『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』よ
り
）

暮
ら
し
を
伝
え
る
箱
枕

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
に
明
治
政
府
が

公
布
し
た
「
散
髪
脱
刀
令
（
断だ

ん
ぱ
つ
れ
い

髪
令
）」
を

受
け
、
髷
を
結
う
男
性
は
次
第
に
姿
を
消
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
髪
を

結
う
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
、
昭
和
の
初
め
頃

ま
で
箱
枕
は
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
代
で
も
完
全
に
姿
を
消
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
日
本
髪
を
結
う
舞
妓
な
ど
が
就
寝

時
に
箱
枕
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
箱
枕
は
単
な
る
寝
具
で
は

な
く
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
方
を
今

に
語
り
か
け
る
資
料
と
い
え
ま
す
。
当
館
の

展
示
を
通
し
て
、
在
り
し
日
の
江
戸
の
暮
ら

し
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ

う
か
。

※
参
考
文
献

白
崎
繁
仁
『
枕
の
博
物
誌
』

矢
野
憲
一
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
81
枕
』

（
深
川
江
戸
資
料
館　

伊
藤
友
香
子
）

為永春水『春色梅暦』（部分拡大）
（国立国会図書館デジタルコレクション）

箱枕を使う女性が描かれています。

江
戸
時
代
の
日
用
品
②

寝
具
「
箱は

こ
ま
く
ら枕
」に
つ
い
て

長屋の箱枕
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江
東
区
で
は
、
文
化
財
の
保
護
お
よ
び
周

知
を
目
的
に
、
区
史し

せ
き跡
お
よ
び
指
定
文
化
財

の
説
明
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区

内
に
は
東
京
都
に
よ
る
都
指
定
文
化
財
の
説

明
板
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
洲
崎
神
社
（
木
場
6
―
13
―
13
）

所
在
の
「
波な

み
よ
け
ひ

除
碑
」
お
よ
び
そ
の
傍か

た
わ
ら
に
建

て
ら
れ
て
い
た
説
明
板
の
前
身
に
あ
た
る

標ひ
ょ
う
ち
ゅ
う

柱
・
立た

て

札ふ
だ

（
木
製
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

波
除
碑
に
つ
い
て

波
除
碑
は
、
寛か

ん
せ
い政

3
年
（
１
７
９
１
）
9

月
の
大
雨
に
よ
り
高た

か
し
お潮
被
害
を
受
け
た
深
川

洲
崎
の
沿
岸
部
の
う
ち
、
同
6
年
12
月
に

空
地
と
さ
れ
た
土
地
の
両
端
に
あ
た
る
洲

崎
神
社
と
東と

う
と
み
ば
し

富
橋
南み

な
み
づ
め詰

辺
り
（
大
正
14
年
・

１
９
２
５
に
現
所
在
地
で
あ
る
平へ

い
き
ゅ
う
ば
し

久
橋
西
の

橋
台
地
に
移
転
）
に
1
基
ず
つ
幕
府
が
建
立

し
た
も
の
で
す
。
洲
崎
神
社
の
碑
は
、『
江

戸
名
所
図ず

え会
』（
天て

ん
ぽ
う保

7
年
・
１
８
３
６
）

に
は
同
社
参
道
入
口
の
外
（
西
）
に
描
か
れ
、

「
波
除
碑
」
の
注
記
が
あ
り
ま
す
。

波
除
碑
2
基
は
、
大
正
13
年
2
月
に

「
津つ

な
み浪

警
告
碑
」
と
し
て
東
京
府
の
仮
指

定
を
受
け
、
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
９

月
に
仮
指
定
が
解
除
さ
れ
史し

蹟せ
き

と
な
り

ま
す
。
戦
後
の
昭
和
27
年
４
月
に
都
史

跡
、
同
30
年
３
月
に
旧き

ゅ
う
せ
き跡

、
同
51
年
6

月
に
郷
土
資
料
（
金き

ん
せ
き
ぶ
ん

石
文
等
）、
同
年
7

月
に
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
56
年
３
月
に

歴
史
資
料
と
い
う
よ
う
に
、
文
化
財
の
種

別
が
た
び
た
び
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
昭
和
51
年
の
種
別
変
更
時
に
、「
波
除

碑
」
に
名
称
の
変
更
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
江

東
区
で
は
、
昭
和
56
年
に
有
形
文
化
財
（
歴

史
資
料
）
に
登
録
し
ま
し
た
。
碑
は
、
大
正

12
年
の
関
東
大
震
災
、
昭
和
20
年
の
東
京
大

空
襲
に
よ
り
2
基
と
も
に
被
災
・
倒
壊
し
原

形
を
留と

ど

め
て
い
ま
せ
ん
が
、
修
復
が
な
さ
れ

な
が
ら
現
在
ま
で
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

波
除
碑
と
標
柱
・
立
札
の
変
遷
に
つ
い
て

写
真
１
は
『
東
京
市
史
蹟
名
勝
天て

ん
ね
ん然

紀
念

物
写
真
帖
』
に
掲
載
の
震
災
以
前
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
で
、
洲
崎
神
社
参
道
入
口
外
に
あ

る
碑
を
、
北
西
か
ら
写
し
た
も
の
で
す
。
碑

の
損そ

ん
し
ょ
う傷

は
ほ
ぼ
な
く
、
右
手
（
南
）
に
あ
る

立
札
に
は
「
寛
政
年
間
／
津
浪
警
告
之
碑
／

東
京
府
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
東
京
府

史
蹟
』（
洪
洋
社
、大
正
8
年
）
に
よ
れ
ば
、

大
正
4
年
11
月
以
降
に
東
京
府
内
の
史
蹟
名

勝
に
順
次
「
標
識
」
を
設
置
し
、
同
7
年
10

月
に
「
史
的
紀
念
物
天
然
紀
念
物
勝
地
保
存

心
得
」
を
公
布
、
同
8
年
2
月
に
台
帳
の
作

成
に
着
手
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
同

書
に
は
67
か
所
の
史
蹟
名
勝
が
掲
載
さ
れ
、

こ
れ
に
波
除
碑
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
写

真
１
の

立
札
が

「
標
識
」

に
あ
た

る
も
の

と
み
ら

れ
ま
す
。

写
真
２
は
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
概
観
』

に
掲
載
の
震
災
以
降
で
あ
る
大
正
15
年
頃
撮

影
の
写
真
で
、
南
西
か
ら
写
し
て
い
ま
す
。

碑
は
震
災
時
に
折
れ
た
た
た
め
か
、
碑
の
上

半
部
が
柵
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
碑

の
脇
（
南
）
に
立
札
が
設
置
さ
れ
、「
指
定

史
蹟
／
津
浪
警
告
碑
／
［　
　

］
／
東
京
府
」

と
読
め
ま
す
。

写
真
3
は
昭
和
30
年
頃
に
碑
の
南
か
ら
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
碑
は
戦
後
、
境
内
に

移
さ
れ
修
復
さ
れ
た
よ
う
で
、
碑
の
左
（
西
）

側
に
銘
文
が
記
さ
れ
た
立
札
と
「
津
浪
警
告

之
碑
」
と
墨す

み
が書
き
さ
れ
た
標
柱
が
見
え
ま
す
。

写
真
4
は
現
在
の
写
真
で
、
南
西
か
ら
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
平
成
26
年（
２
０
１
４
）

度
に
修
復
さ
れ
た
碑
の
前
（
南
）
に
は
、
都

教
育
委
員
会
に
よ
る
文
化
財
説
明
板
（
平
成

23
年
板
面
更
新
）
と
、
区
に
よ
る
「
名
所
旧

跡
標
柱
」（
昭
和
33
年
設
置
・
石
製
）
が
並

び
、
碑
の
左
（
西
）
に
木
製
の
標
柱
が
見

え
ま
す
。
こ
れ
は
、
写
真
3
に
写
る
標
柱
と

同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

波
除
碑
の
変
遷
を
写
真
か
ら
見
て
い
く

中
で
、
東
京
府
（
都
）
に
よ
る
史
跡
（
文
化

財
）
保
護
の
過
程
を
知
る
と
と
も
に
、
神
社

お
よ
び
地
域
の
歴
史
資
料
と
し
て
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真１　大正12年
9月以前の波除碑と立札

（『東京市史蹟名勝天然紀念物写真帖』
第1輯（東京市、大正11年）
国立国会図書館デジタルコレクション

写真２　大正15年頃の
波除碑と立札

『史蹟名勝天然紀念物概観』
（東京市、大正15年）
国立国会図書館デジタルコレクション

写真３　昭和30年頃の波除碑と標柱・立札
左：標柱（部分）／中央：立札（部分）／右：全体

写真４　現在の波除碑と
文化財説明板、石製・木製標柱

令和7年12月撮影

古
写
真
の
中
の
江
東

波な
み
よ
け
ひ

除
碑
と
標ひ

ょ
う
ち
ゅ
う柱

・
立た

て
ふ
だ札
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は
じ
め
に
―
宝
篋
印
塔
と
は
―

　

宝
篋
印
塔
は
、
塔と

う
ば婆

の
一
形
式
で
、
日
本

で
は
中
世
以
降
に
主
に
石せ

き
ぞ
う造

塔
に
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
名
称
は
、
塔
内
部
に
『
宝

篋
印
陀だ

ら

に

羅
尼
経き

ょ
う』（

一い
っ
さ
い
に
ょ
ら
い

切
如
来
の
全
身
舎し

ゃ
り利

の
功く

徳ど
く

を
集
め
た
呪し

ゅ

。
四
十
句
か
ら
な
る
。）

が
納お

さ

め
ら
れ
た
こ
と
に
由ゆ

ら
い来

し
ま
す
。

　

江
東
区
内
に
は
、
９
基
現
存
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
文
化
財
に
登
録（
８
基
）・
指
定（
１

基
）
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
）。
今
回
は
こ
れ

ら
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
宝
篋

印
塔
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
が
造ぞ

う
り
ゅ
う立

さ
れ
た
意

味
や
地
域
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
、
現
代
社

会
の
現
象
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

宝
篋
印
塔
の
構
造

　

基
本
的
に
宝
篋
印
塔
は
、
写
真
１
の
よ
う

に
「
相そ

う
り
ん輪

・
笠か

さ

・
塔と

う
し
ん身

・
基き

そ礎
」
の
４
つ
の

部
材
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
相
輪
は
、
釈し

ゃ
か迦

の
舎
利
（
遺
骨
）
を
い
れ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
舎

利
塔
）
を
意
味
し
ま
す
。
相
輪
の
下
に
は
、

階
段
状
の
笠
が
あ
り
、
四よ

す
み隅

に
は
馬ば

じ耳
状
の

隅す
み
か
ざ
り

飾
が
施ほ

ど
こ

さ
れ
ま
す
。

塔
身
に
は
、
種し

ゅ
じ字

（
種し

ゅ
し
じ

子
字
）
が
刻き

ざ

ま
れ

ま
す
。
江
東
区
の
事
例
で
は
、
金こ

ん
ご
う
か
い

剛
界
四し

ぶ
つ仏

が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

（
表
）。
四
仏
と
は
、
密み

っ
き
ょ
う教

に
お
け
る
大だ

い
に
ち日

如に
ょ
ら
い来

の
四
方
に
位
置
す
る
仏
で
、
東
方
の

阿あ
し
ゅ
く閦

如
来
（　

ウ
ー
ン
）、
西
方
の
阿あ

み

だ

弥
陀

如
来（　

キ
リ
ー
ク
）、南
方
の
宝

ほ
う
し
ょ
う生

如
来（　

タ
ラ
ー
ク
）、
北
方
の
不ふ

く
う空

成じ
ょ
う
じ
ゅ就

如
来
（　

ア
ク
）
が
配
さ
れ
ま
す
。

宝
篋
印
塔
の
形
式

　

川
勝
政
太
郎
氏
に
よ
る
と
、
宝
篋
印
塔
は

「
関
西
形
式
」
と
「
関
東
形
式
」
の
２
形
式

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

関
西
形
式
で
は
、
塔
身
に
四よ

す
み角

の
輪り

ん
か
く郭

が
刻

ま
れ
ず
、
基
礎
に
区
画
が
な
い
か
、
あ
る
い

は
一
区
だ
け
と
な
る
の
に
対
し
、
関
東
形
式

で
は
塔
身
に
四
角
の
輪
郭
が
あ
り
、
基
礎
は

二
画
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
世
の
宝
篋
印
塔
は
２
つ
の

類
型
に
分
類
さ
れ
、
近
世
前
期
に
か
け
て

追つ
い
ぜ
ん善
・
逆ぎ

ゃ
く
し
ゅ
う
く
よ
う

修
供
養
を
目
的
に
造
立
さ
れ
た
塔

（
１
類
型
）、
同
中
期
以
降
を
ピ
ー
ク
に
「
宝

篋
印
塔
陀
羅
尼
経
」
を
刻
み
、
笠
が
方

ほ
う
ぎ
ょ
う形

降く
だ

り
棟む

ね

の
屋
根
と
な
る
塔
（
２
類
型
）
と
に
分

け
ら
れ
ま
す
（『
葛
飾
区
宝
篋
印
塔
・
道
標

調
査
報
告
』、
東
京
都
葛
飾
区
教
育
委
員
会
、

１
９
８
６
年
）。

宝
篋
印
塔
の
功く

ど
く徳

と
礼ら

い
は
い拝

の
仕
方

　

日
本
に
お
け
る
宝
篋
印
塔
は
、
追
善
（
死

後
の
供
養
）
や
滅め

つ
ざ
い罪

、
延え

ん
め
い命

、
逆
修
（
生
前

供
養
）
な
ど
を
目
的
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

や
が
て
墓ぼ

と
う塔
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
に
よ

る
と
、
礼
拝
の
仕
方
は
「
右う

に
ょ
う繞

礼
拝
」
と
さ

れ
、
宝
篋
印
塔
の
周
り
を
向
か
っ
て
右
か
ら

３
回
廻ま

わ

る
こ
と
で
利り

や
く益

を
得
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
羅ら

か
ん
じ

漢
寺
（
現
目
黒
区
）

に
代
表
さ
れ
る
三さ

ん
そ
う
ど
う

匝
堂
は
、
こ
の
考
え
に
基

づ
い
て
お
り
、
右
回
り
に
３
回
廻
っ
て
参さ

ん
ぱ
い拝

す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宝
篋
印
塔
と
五ご

り
ん
と
う

輪
塔

　

宝
篋
印
塔
と
混
同
し
が
ち
な
も
の
に
五
輪

塔
が
あ
り
、
区
内
に
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
ま
す
。
五
輪
塔
は
、
密
教
か
ら
生
ま
れ
、

５
つ
の
元
素
で
宇
宙
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う

思
想
（
五
大
思
想
）
に
基
づ
き
、
下
か
ら

「
地
・
水
・
火
・
風
・
空
」
か
ら
構
成
さ
れ
、

日
本
で
は
11
世
紀
中
頃
よ
り
造
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
イ
ン
ド
・
中
国
に
は
見
ら
れ
ず
、

真し
ん
ご
ん
そ
う

言
僧
覚か

く
ば
ん鑁

（
１
０
９
５
～
１
１
４
４
）
に

よ
り
広ひ

ろ

め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
や
が

て
五
輪
塔
は
墓
塔
・
供
養
塔
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
し
た
。
宝
篋
印
塔
と
の
違
い
は
、
基
づ

く
経き

ょ
う
て
ん典

や
思
想
の
違
い
と
言
え
ま
す
。

亀
戸
地
域
の
宝
篋
印
塔

表
は
、
宝
篋
印
塔
の
造
立
年
を
時
系
列

で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
区

内
最
古
の
宝
篋
印
塔
は
、
中
世
の
永え

い
き
ょ
う享

７

年
（
１
４
３
５
）
の
在ざ

い
め
い銘

が
あ
る
自じ

し
ょ
う
い
ん

性
院

の
も
の
と
な
り
ま
す
（
写
真
２
）。
自
性
院

は
寛か

ん
ぶ
ん文

２
年

（
１
６
６
２
）

に
、
本
所
中

之
郷
竹
町
（
現
墨
田
区
）
か
ら
現
在
地
へ
移

転
し
て
き
た
た
め
、
移
転
に
と
も
な
い
宝
篋

印
塔
も
移
設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

続
い
て
、
寛か

ん
え
い永
５
年
（
１
６
２
８
）
在

銘
の
宝
篋
印
塔
が
、
光こ

う
み
ょ
う
じ

明
寺
（
写
真
１
）
と

龍り
ゅ
う
こ
う
じ

光
寺
（
写
真
３
）
に
各
１
基
あ
り
ま
す
。

前
者
は
完
形

で
す
が
、
誰

の
た
め
に
造

立
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
す
（
刻
銘
な
し
）。

後
者
は
龍
光
寺
の
中

ち
ゅ
う
こ
う興

開か
い
さ
ん山

頼
興
の
供
養
と

し
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
刻
銘
に
よ
り
分
か

り
ま
す
。
な
お
、
も
と
も
と
龍
光
寺
は
江

戸
横
山
町
（
現
中
央
区
日
本
橋
）
に
あ
り
、

元げ
ん
な和

２
年
（
１
６
１
６
）
に
現
在
地
に
移
転

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普ふ

門も
ん

院い
ん

に
は
、
天て

ん
め
い明

８
年
（
１
７
８
８
）

在
銘
の
宝
篋

印
塔
が
あ
り

ま
す
（
写
真

４
）。
刻
銘
か

シ
リ
ー
ズ
　
文
化
財
と
向
き
合
う

江
東
区
域
の
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔

写真1

宝珠
請花
九輪
請花
伏鉢

相輪

輪郭
隅飾 笠

月輪
梵字 塔身

反花 基礎

写真４ 写真３ 写真２
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ら
宇
都
宮
浄

房
が
先
祖
供

養
の
た
め
に

造
立
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
宝ほ

う
れ
ん連

寺じ

の
宝
篋
印
塔（
写

真
５
）
は
、
文ぶ

ん
か化

元
年
（
１
８
０
４
）、
下

谷
上
野
町
（
現
台
東
区
）
の
信
方
と
妙
心
が

願が
ん
し
ゅ主

と
し
て
造
立
し
、
講
（
万
人
講
）
の

講こ
う
も
と元

が
三
田
村
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
刻
銘

か
ら
判
明
し
ま
す
。
東と

う
か
く覚

寺じ

に
は
、
明め

い
じ治

17
年
（
１
８
８
４
）
の
弘こ

う
ぼ
う法

大だ
い
し師

入に
ゅ
う
め
つ滅

後

１
０
５
０
年
を
記
念
し
て
造
立
さ
れ
た
宝

篋
印
塔
（
写
真
６
）
が
あ
り
ま
す
。
刻
銘
に

は
、「
深
川
富
岡
門
前　

加
藤
藤
吉
」
ほ
か

５
名
の
世せ

わ話

人に
ん

、
さ
ら
に

１
７
８
名
の

名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

深
川
地
域
の
宝
篋
印
塔

　

深
川
地
域
に
は
、
雲う

ん
こ
う
い
ん

光
院
と
浄じ

ょ
う
し
ん
じ

心
寺
に
宝

篋
印
塔
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
寛
永
14
年

（
１
６
３
７
）
に
、
徳
川
家
康
の
側
室
阿あ

ち
ゃ
の茶

局つ
ぼ
ね（

雲
光
院
。
１
５
５
４
～
１
６
３
７
）
の

墓
塔
（
写
真
７
）
と
し
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

雲
光
院
は
、
天て

ん
な和
２
年
（
１
６
８
２
）
に
焼

失
し
た
後
、
神
田
岩
井
町
（
現
千
代
田
区
）

か
ら
、
現

在
地
に
移

転
し
て
き

ま
し
た
。
な

お
、
本
塔
は

区
の
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
に
は
も
う
１

基
宝
篋
印
塔
（
写
真
８
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
は
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）
に
、
阿
茶

局
の
孫
神か

ん
お尾

守も
り
し
げ重

の
墓
塔
と
し
て
造
立
さ
れ

ま
し
た
。

浄
心
寺
に
は
、
明め

い
れ
き暦

の
大
火
の
翌
年
（
同

４
年
〈
１
６
５
８
〉）
に
造
立
さ
れ
た
宝
篋

印
塔
（
写
真
９
）
が
残ざ

ん
け
つ欠

で
す
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
刻
銘
に
は
院い

ん
ご
う号

、
居こ

じ士
・
大だ

い
し姉

号

が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
武
家
の
よ
う
な

高
位
の
人
物

で
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
ま

す
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
江
東
区
の
宝
篋
印
塔
を
地
域
・

時
代
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
え
て
い
き
ま

す
。
区
内
の
宝
篋
印
塔
は
高
位
の
人
物
や
僧

の
追
善
・
逆
修
供
養
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
直
接
は
地
域
の
民
衆
と
の
関

わ
り
を
窺う

か
が

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
）
や

戦
災
（
１
９
４
５
年
）
の
惨さ

ん
か禍
を
経
て
、
多

く
の
文
化
財
が
失
わ
れ
た
中
で
、
こ
れ
ら
の

宝
篋
印
塔
が
関
係
者
や
地
域
の
人
々
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
墓
石
は
高
価
で
あ
り
、
一
般

の
人
々
は
容
易
に
造
立
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
埋
葬
地
に
は
卒そ

と
う
ば

塔
婆
や
目
印
と
な
る
石

が
個
別
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、「
先

祖
代
々
」・「
○
○
家
之
墓
」
と
刻
ま
れ
た
墓

石
が
造
立
さ
れ
始
め
た
の
は
、
明
治
時
代
以

降
、
跡あ

と
つ継

ぎ
（
長
男
）
に
よ
る
家
の
継け

い
し
ょ
う承

を

前
提
と
し
た
「
イ
エ
制
度
」
や
「
家か

ふ
ち
ょ
う

父
長

制せ
い

」
の
確
立
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
葬そ

う
そ
う送

や
墓ぼ

せ
い制

に
対
す
る
考

え
方
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

や
無む

え
ん縁

化
に
と
も
な
っ
て
墓
終じ

ま

い
や
離り

だ
ん檀

が

進
み
、
葬
送
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化
し
て
、

家
族
葬
、
直じ

き
そ
う葬
、
樹じ

ゅ
も
く木
葬
、
海
洋
散さ

ん
こ
つ骨
等
、

継
承
者
を
必
要
と
し
な
い
方
法
が
現
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
宝
篋
印
塔
や
五
輪
塔
形
式

の
墓
塔
を
造
立
す
る
人
や
、
よ
り
独ど

く
そ
う創

的
に

古
代
の
前ぜ

ん
ぽ
う方
後こ

う
え
ん
ふ
ん

円
墳
に
模
し
た
合
同
墓
に
埋

葬
を
希
望
す
る
人
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
代
の
よ
う
な
あ
り
方

に
な
っ
た
歴
史
は
さ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な

く
、
時
代
時
々
に
よ
っ
て
変
化
を
重
ね
て
き

た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

以
上
、
文
化
財
に
向
き
合
う
（
過
去
と

対た
い
じ峙

・
対
話
）
こ
と
で
、
通つ

う
じ時

的
に
物
事
を

考
え
、
事じ

ぶ
つ物
の
本
質
に
迫せ

ま

り
、
ひ
い
て
は
現

代
社
会
の
事
象
を
考
え
る
手
立
て
と
な
る
か

と
思
い
ま
す
。（

文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

江東区内の宝篋印塔（登録・指定文化財）
文化財名称 建造年 住所 所有者 宗派 形式 分類 刻銘塔身 登録・指定年 写真No.

石造宝篋印塔 永享7年在銘 1435年3月19日 亀戸6-35-23 自性院 天台宗 関西形式 金剛界四仏 昭和56年03月31日 2

石造宝篋印塔 寛永5年在銘 1628年3月 亀戸3-42-1 光明寺 真言宗 関西形式 １類 昭和62年03月26日 1

石造宝篋印塔 寛永5年在銘 1628年3月 亀戸3-56-14 龍光寺 天台宗 関西形式 １類 金剛界四仏 昭和58年03月25日 3

石造宝篋印塔（阿茶局墓塔）
寛永14年在銘 1637年

三好2-17-14 雲光院 浄土宗
関西形式 １類 三仏 昭和56年4月10日 

平成13年3月29日 7

石造宝篋印塔 寛永14年在銘 1637年4月9日 関西形式 １類 平成1年3月24日 8

石造宝篋印塔（残欠）明暦3年在銘 1657年4月3日 平野2-4-25 浄心寺 日蓮宗 関西形式 １類 昭和62年03月26日 9

石造宝篋印塔 天明8年在銘 1788年8月18日 亀戸3-43-3 普門院 真言宗 関東形式 ２類 金剛界四仏 昭和60年03月26日 4

石造宝篋印塔 文化元年在銘 1804年12月 亀戸4-35-12 宝蓮寺 真言宗 関西形式 ２類 金剛界四仏 昭和58年03月25日 5

石造宝篋印塔 弘法大師千五十年忌 1884年 亀戸4-24-1 東覚寺 真言宗 関東形式 ２類 金剛界四仏 昭和59年03月26日 6

写真９ 写真８

写真７
写真６ 写真５
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が
わ
の
手
に
は
輪り

ん

宝ぽ
う

（
仏ぶ

っ
ぽ
う法

の
象

し
ょ
う
ち
ょ
う

徴
）、
同

じ
く
左
が
わ
の
手
に
は
三さ

ん
さ叉

戟げ
き

（
三
つ
ま
た

の
ヤ
リ
）
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

下お

ろ
し
た
両
腕
の
う
ち
、
む
か
っ
て
右
が
わ

の
手
に
は
弓ゆ

み

、
同
じ
く
左
が
わ
の
手
に
は
矢や

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

次
に
像
の
頭ず

じ
ょ
う上
の
左
右
に
は
、
雲く

も

の
上
に
月

と
日
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
も
と
に

は
う
ず
く
ま
っ
た
人
の
よ
う
な
も
の
、
そ
の
下

に
は
３
体
の
動ど

う
ぶ
つ物
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
べ
て
み
よ
う

　

観
察
し
た
結け

っ
か果

を
も
と
に
調し

ら

べ
て
み
る
と
、

像
は
「
青

し
ょ
う
め
ん面

金こ
ん
ご
う剛

」
と
い
う
神
さ
ま
で
、
ふ
み

つ
け
て
い
る
の
は
人
に
祟た

た

り
を
も
た
ら
す
「
邪じ

ゃ

鬼き

」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ろ

し
い
顔か

お

つ
き
の
青
面
金
剛
は
、
邪
鬼
の
悪わ

る

さ

を
お
さ
え
、
武ぶ

き器
に
よ
っ
て
病や

ま
い

や
災わ

ざ
わ

い
を
ふ

せ
い
で
く
れ
る
あ
り
が
た
い
神
さ
ま
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
下
の
動
物
は
何
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
猿さ

る

で
、
そ
の
す
が
た
か
ら
、「
見み

ざ
る
、

言い

わ
ざ
る
、
聞き

か
ざ
る
」
の
「
三さ

ん
え
ん猿

」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
日
本
で
も
っ
と
も
有ゆ

う
め
い名

な
三
猿
は
日に

っ
こ
う光
東と

う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
も
の
で
し
ょ
う
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
塔
は
、
青
面
金
剛
、
邪
鬼
、

三
猿
か
ら
、「
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

庚
申
塔
と
は
な
に
？

　

さ
て
、
人
の
腹は

ら

の
中
に
は
「
三さ

ん
し尸

」
と
い

う
虫
が
い
て
、
干え

と支
で
い
う
庚こ

う
し
ん申

（
60
日
に

一い
ち
ど度

め
ぐ
っ
て
く
る
日
）
の
夜
、
人
が
眠ね

む

っ

て
し
ま
う
と
体
の
中
か
ら
ぬ
け
出
し
て
「
天て

ん

帝て
い

」
と
い
う
神
さ
ま
に
そ
の
人
が
し
た
悪
さ

を
告つ

げ
口ぐ

ち

す
る
た
め
、
天
帝
は
そ
の
人
を
早は

や

死じ

に
さ
せ
て
し
ま
う
と
多
く
の
人
が
信し

ん

じ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長な

が

生い

き
を
願ね

が

う
人
た

ち
は
、
庚
申
の
夜
は
集あ

つ

ま
っ
て
寝ね

ず
に
過す

ご

し
ま
し
た
。
の
ち
に
は
、
日ひ

の
出で

や
月つ

き

の
出で

を
寝
ず
に
待ま

っ
て
お
祈い

の

り
を
す
る
「
日ひ

ま
ち待

」

「
月つ

き
ま
ち待

」
と
結む

す

び
つ
い
て
、「
庚こ

う
し
ん
ま
ち

申
待
」
と
い

う
行ぎ

ょ
う
じ事
に
な
り
ま
す
。
飲い

ん
し
ょ
く食
を
と
も
な
う
楽た

の

し
み
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
こ
と
を
信し

ん

じ
、
大た

い
せ
つ切

に

思
う
こ
と
を
「
信し

ん
こ
う仰

」
と
言
い
ま
す
。
庚
申
待

の
場ば

あ
い合

は
「
庚こ

う
し
ん申

信し
ん
こ
う仰

」
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
庚
申
塔
は
、
庚
申
信
仰
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
す
。

　

塔
に
彫
ら
れ
た
青
面
金
剛
は
庚
申
信
仰
の

本ほ
ん
ぞ
ん尊

（
も
っ
と
も
大
切
な
神
さ
ま
）
と
し
て

ま
つ
ら
れ
、
ま
た
猿
は
庚
申
の
申さ

る

か
ら
と
も
、

三
尸
に
告
げ
口
さ
れ
な
い
よ
う
に
悪
い
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
り
言
っ
た
り
し
な
い
こ
と

か
ら
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

青
面
金
剛
の
頭
上
に
あ
る
日
と
月
は
、
日
待
・

月
待
信
仰
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

文
化
財
を
調
べ
て
み
よ
う

　

前ぜ
ん
ご
う号

（
№

３
１
１
）
に

引ひ

き
続つ

づ

い
て
、

子
安
児
童
遊

園
（
大
島
８

︱
19
）
の
お

堂ど
う

の
中
に
あ

る
石
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
石
は
基き

礎そ

と
そ
の
上
に
建た

つ
塔と

う

か
ら
成な

っ
て
い
て
、

基
礎
に
彫ほ

ら
れ
た
字
か
ら
、
江
戸
時
代
の

正し
ょ
う
と
く徳２

年
（
１
７
１
２
）
７
月
に
平ひ

ら
か
た方

村む
ら

の

人
た
ち
が
こ
の
石
を
建
て
た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
塔
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

塔
を
観か

ん
さ
つ察

し
よ
う

　

す
ぐ
目
に
入
る
の
は
、
人
の
よ
う
な
形
で

し
ょ
う
。
こ
れ
を
「
像ぞ

う

」
と
呼よ

ん
で
お
き
ま

す
。
腕う

で

が
左
右
３
本
ず
つ
あ
り
、
真ま

ん
中な

か

は

手
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
（
合が

っ
し
ょ
う掌

と
い
い
ま

す
）。
他
の
手
に
は
何
か
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
す
り
へ
っ
て
い
て
わ
か
り
に
く
い

の
で
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
ご
ろ
の
写

真
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
２
）。

　

像
の
上
げ
た
両り

ょ
う
う
で腕

の
う
ち
、
む
か
っ
て
右

　

庚
申
塔
に
よ
り
、
平
方
村
で
も
庚
申
待
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
歴れ

き
し史

を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

庚
申
堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

　

で
は
、
庚
申
塔
は
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
遊
園
地
に
は
平
方
村
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守

で
あ
る
子こ

や
す安

稲い
な
り荷

神じ
ん
じ
ゃ社

が
あ
り
ま
し
た
が
、

戦せ
ん
さ
い災

で
焼や

け
た
た
め
、
昭
和
24
年
11
月
に
ま

わ
り
の
四
つ
の
神
社
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

東ひ
が
し
お
お
じ
ま

大
島
神じ

ん
じ
ゃ社

（
大
島
７
︱
24
）
と
な
り
、
あ

と
地
に
は
庚
申
塔
が
残の

こ

さ
れ
ま
し
た（
図
３
）。

　

昭
和
51
年

３
月
に
あ
と

地
が
遊
園
地

の
場
所
に

な
っ
た
と
き
、

庚
申
塔
を
ど

う
す
る
か
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
庚
申
塔
は
平
方
村
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ

と
を
示し

め

す
も
の
で
、
庚
申
塔
を
か
た
づ
け
て

し
ま
う
と
、
大
島
地
区
の
歴
史
を
失

う
し
な

っ
て
し

ま
う
と
し
て
、
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
62
年
12
月
、
地
元
の
方
た

ち
が
力
を
つ
く
し
て
、
庚
申
塔
を
守
る
お

堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
今
で
は
、

病び
ょ
う
き気

や
災
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育そ

だ

て

る
、
あ
り
が
た
い
守し

ゅ
ご護

神し
ん

と
し
て
大
切
に
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

図１ 子安児童遊園角のお堂

図３ 昭和30年ごろの庚申塔

図２ 昭和30年ごろの写真


